
　　２面	 INFORMATION
　　３面	 第39回
	 全日本実業団都市対抗選手権大会
４～６面	 第37回全日本年齢別選手権大会
　　７面	 第53回全日本大学個人選手権大会

　斎藤と泉宗が、10 代にして NHK 杯の栄冠にあと１歩まで迫った場所、新狭山。大学生　斎藤と泉宗が、10 代にして NHK 杯の栄冠にあと１歩まで迫った場所、新狭山。大学生

の日本一を決めるこの大会で舞い戻り、優勝をつかみました。泉宗にとっては、春から始の日本一を決めるこの大会で舞い戻り、優勝をつかみました。泉宗にとっては、春から始

まる新生活への弾みに。斎藤にとっては、充実の大学１年目を象徴する勝利になりました。まる新生活への弾みに。斎藤にとっては、充実の大学１年目を象徴する勝利になりました。

ほろ苦い記憶に喜びを重ねて、挑戦は続きます。ほろ苦い記憶に喜びを重ねて、挑戦は続きます。

第53回全日本大学個人選手権大会第53回全日本大学個人選手権大会第53回全日本大学個人選手権大会
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２０２２年３月１８日（金）～２１日（月・祝）

〈スポーツ振興基金助成事業〉

公益財団法人 全日本ボウリング協会

スポーツ庁

公益財団法人 日本スポーツ協会

公益財団法人 日本オリンピック委員会

愛知県

公益財団法人 愛知県スポーツ協会

稲沢市

稲沢市教育委員会

稲沢市スポーツ協会

日本ボウリング機構（ＪＢＯ）

愛知県ボウリング連盟

主催

後援

協力

主管

Shion IZUMUNEShion IZUMUNE

Sho SAITOSho SAITO

次の挑戦へ次の挑戦へ次の挑戦へ
記憶を重ねて

、
記憶を重ねて

、
記憶を重ねて

、
【毎月１回10日発行・１部20円】
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請
と
同
時
に
、
年
会
費
の
納
入
が

可
能
で
す
。

https://moshicom.com/621

74/

に
ア
ク
セ
ス
の
上
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
一
括
申
請(

企
業
・
店
舗
単
位)

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
プ
ロ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
複
数
の
方
が
在

籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ま
と
め

て
申
請
が
可
能
で
す
。
メ
ー
ル

（driller@jbc-bowling.or.j

p

）
で
、
請
求
書
の
宛
名
・
郵
送

先
・
ご
担
当
者
名
と
、
登
録
す
る

公
認
ド
リ
ラ
ー
の
氏
名
・
認
定
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り

返
し
年
会
費
の
請
求
書
を
発
行
い

た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
認
定
証
は
、

３
月
以
降
、
申
請
提
出
翌
月
に
順

次
発
行
し
ま
す
。
お
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認

ド
リ
ラ
ー
資
格
更
新
手
続
き
を
受

付
中
で
す
。
有
資
格
者
の
方
は
以

下
の
要
領
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請(

個
人
向
け)

オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
サ
イ
ト
「e-

moshicom

」
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
で

受
け
付
け
ま
す
。
各
種
情
報
の
申

全
日
本
選
手
権
大
会

愛
知
・
稲

沢
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
３
月
18
日
㈮

２
０
２
１
年
度

第
６
回
理
事
会

愛
知
・
稲
沢
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
３
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭

全
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ

静
岡
・
Ｄ
Ｈ
Ｃ
赤

沢
ボ
ウ
ル

▽
４
月
24
日
㈰
～
28
日
㈭

全
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

強
化
合
宿

群
馬
・
ド
リ
ー
ム
ス

タ
ジ
ア
ム
太
田

▽
３
月
14
日
㈪
～
15
日
㈫

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
・
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス

神
奈
川

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
王
国
ス
ポ
ル
ト
八

景
店

▽
３
月
18
日
㈮
～
21
日
（
月
・

祝
）

文
部
科
学
大
臣
杯
第
59
回

（
８
）
個
人
正
会
員
、
実
業
団
会

員
の
会
員
番
号
は
永
久
番
号
と
な

り
ま
す
。

（
９
）
年
度
会
費
の
納
入
確
認
と

し
て
、
会
員
証
の
裏
面
に
年
度
別

会
費
納
入
シ
ー
ル
（
２
０
２
２
年

度
は
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
貼
付
し
ま

す
。

（
10
）
そ
の
他
、
ご
不
明
の
点
は

都
道
府
県
連
盟
及
び
全
日
本
学
生

連
合
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

名
・
ク
ラ
ブ
名
、
学
校
名
ま
た
は

勤
務
先
名
を
忘
れ
ず
に
記
載
す
る

こ
と
。

（
６
）
個
人
正
会
員
か
ら
実
業
団

会
員
に
、
実
業
団
会
員
か
ら
個
人

正
会
員
に
移
動
登
録
す
る
場
合

は
、
継
続
扱
い
と
な
り
入
会
金
は

不
要
で
す
。

（
７
）
個
人
普
通
会
員
か
ら
個
人

正
会
員
及
び
実
業
団
会
員
に
な
る

場
合
は
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。

特
に
支
部
名
・
ク
ラ
ブ
名
を
記
載

の
こ
と
。

（
４
）
学
生
会
員
に
つ
い
て
は
、

継
続
、
新
規
に
関
わ
ら
ず
出
身
高

等
学
校
名
を
記
載
の
こ
と
。

（
５
）
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
は
、
支
部

二
新
規
会
員
登
録

新
た
に
会
員
に
な
る
人
は
、
随

時
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◎
個
人
正
会
員
（
新
規
用
・
様
式

Ａ
―
２
）
、
個
人
普
通
会
員
（
新

規
用
・
様
式
Ｂ
―
２
）
、
及
び
実

業
団
会
員
、
学
生
会
員
、
高
等
学

校
登
録
会
員
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員

（
以
上
４
区
分
は
新
規
、
継
続
併

用
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
所

属
団
体
を
通
じ
提
出
。

【
注
意
事
項
】

（
１
）
氏
名
は
会
員
登
録
規
程
に

従
い
記
載
し
、
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を

つ
け
る
こ
と
。

（
２
）
住
所
、
生
年
月
日
（
２
０

２
２
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

齢
）
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
載

の
こ
と
。

（
３
）
個
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
は

Ｊ
Ｂ
Ｃ
高
等
学
校
登
録
申
請
書

（
様
式
Ｈ
―
１
）
及
び
高
等
学
校

登
録
会
員
名
簿
（
様
式
Ｈ
―
２
）

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
所
属
団

体
を
通
じ
提
出
。
（
会
員
証
は
２

０
２
１
年
度
～
２
０
２
３
年
度
用

を
使
用
、
ピ
ン
ク
色
ラ
イ
ン
）

⑥
ジ
ュ
ニ
ア
会
員

Ｊ
Ｂ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
登
録
申

請
書
（
様
式
Ｊ
―
１
）
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
所
属
団
体
を
通
じ

提
出
。
（
会
員
証
は
２
０
２
１
年

度
～
２
０
２
３
年
度
用
を
使
用
、

黄
緑
色
ラ
イ
ン
）

※
継
続
会
員
登
録
期
限
は
２
０
２

１
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
こ
の

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
す
べ
て
新

規
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

所
属
団
体
に
お
い
て
手
続
き
を
完

了
し
て
下
さ
い
。

③
実
業
団
会
員

Ｊ
Ｂ
Ｃ
実
業
団
登
録
申
請
書

（
様
式
Ｃ
―
１
）
及
び
実
業
団
登

録
会
員
名
簿
（
様
式
Ｃ
―
２
）
に

必
要
事
項
を
記
載
し
（
登
録
メ
ン

バ
ー
数
を
確
認
し
実
業
団
代
表
者

又
は
人
事
管
理
者
の
確
認
印
を
押

印
）
、
所
属
団
体
を
通
じ
提
出
。

（
会
員
証
は
２
０
２
１
年
度
～
２

０
２
３
年
度
用
を
使
用
、
オ
レ
ン

ジ
ラ
イ
ン
）

④
学
生
会
員

Ｊ
Ｂ
Ｃ
学
校
（
大
学
）
登
録
申

請
書
（
様
式
Ｕ
―
１
）
及
び
学
生

（
大
学
）
登
録
部
員
名
簿
（
様
式

Ｕ
―
２
）
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
全
日
本
学
生
連
合
を
通
じ
提

出
。
（
会
員
証
は
２
０
２
１
年
度

～
２
０
２
３
年
度
用
を
使
用
、
水

色
ラ
イ
ン
）

⑤
高
等
学
校
登
録
会
員

２
０
２
２
年
度
の
会
員
継
続
及

び
新
規
の
会
員
登
録
は
次
の
通
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

一
継
続
会
員
登
録

２
０
２
１
年
度
の
登
録
会
員
が

資
格
者
で
す
。

①
個
人
正
会
員

Ｊ
Ｂ
Ｃ
個
人
正
会
員
登
録
申
請

書
（
様
式
Ａ
―
１
）
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
所
属
団
体
を
通
じ
提

出
。
（
会
員
証
は
２
０
２
１
年
度

～
２
０
２
３
年
度
用
を
使
用
、
赤

ラ
イ
ン
）

②
個
人
普
通
会
員

Ｊ
Ｂ
Ｃ
個
人
普
通
会
員
登
録
申

請
書
（
様
式
Ｂ
―
１
）
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
所
属
団
体
を
通
じ

提
出
。
（
会
員
証
は
２
０
２
１
年

度
～
２
０
２
３
年
度
用
を
使
用
、

青
ラ
イ
ン
） ２２

００
２２
２２
年年
度度

会会
員員
登登
録録
のの
ごご
案案
内内

２
０
２
２
年
度

会
員
登
録
の
ご
案
内

３＆４月

会」と、３人チーム戦を行う「全日本実

業団産業別選手権大会」が毎年開催され

ています。まずは産業別選手権を目指し

て、実業団チームの新規参入を期待しま

す。

協会加盟団体会員登録規程の改定を20

21年度第５回理事会で決議し、実業団会

員の登録メンバー数が「５名以上」から

「３名以上」に改定されました。2022年

度からは、同一の法人又は官公庁、団体

の役員及び社員、職員で構成されたメン

バーが３名以上で、実業団会員としての

登録が可能となります。

実業団の全国大会は、５人チーム戦の

「全日本実業団選手権大会」、４人チー

ム戦の「全日本実業団都市対抗選手権大

３人制の全国大会に出場も

岡
・
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
４
０
‐

０
０
５
）
、
翌
12
日
㈰
は
山
口
・
下
関
ロ
イ

ヤ
ル
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
３
５
‐
０
２
９
）

で
、
２
月
５
日
㈯
は
兵
庫
・
神
戸
六
甲
ボ
ウ

ル
（
公
競
№
１
２
８
‐
０
４
５
）
、
翌
６
日

㈰
は
奈
良
・
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ
（
公
競

№
１
２
９
‐
０
１
１
）
で
、
延
べ
１
３
０
名

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個
々
に
合
っ
た
上
達
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ボ
ウ
リ
ン
グ

を
共
に
楽
し
も
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
き
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
度
も
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
は
開

催
を
計
画
中
で

す
。
お
近
く
の

際
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ

ｏ
）
の
助
成
を

受
け
て
開
催
し

ま
す
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
下
地
賀
寿
守

監
督
に
よ
る
出
張
ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
。
２
０
２
１
年
度
は
全

国
５
会
場
を
巡
り
完
走
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

香
川
会
場
を
皮
切
り
に
、
12
月
11
日
㈯
は
福

下
地
監
督
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン

２２
００
２２
１１
年年
度度
完完
走走
！！

２２
００
２２
１１
年年
度度
完完
走走
！！

２
０
２
１
年
度
完
走
！

投
球
指
導

と
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
講
義

に
よ
る
充
実
の
レ
ッ
ス
ン
で
す

受
付
中
で
す


Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー

２
０
２
２
年
度
更
新
登
録

実業団加盟が
３名からＯＫに
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行
っ
た
後
、
全
対
戦
を
終
え

た
時
点
の
順
位
を
も
と
に
ポ

ジ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
２
ゲ
ー
ム

を
行
う
。
各
ゲ
ー
ム
の
ス
コ

ア
と
勝
利
チ
ー
ム
に
付
与
さ

れ
る
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト

（
20
点
）
の
総
合
計
を
ス
コ

ア
と
し
て
優
勝
お
よ
び
順
位

を
決
定
す
る
。

の
ス
コ
ア
を
持
ち
越
さ
ず
、

ベ
ー
カ
ー
方
式
で
競
技
す

る
。決

勝
進
出
し
た
全
チ
ー
ム

が
１
ゲ
ー
ム
ず
つ
総
当
た
り

戦
（
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
）
を

実
業
団
都
市
対
抗
選
手
権

は
、
年
間
３
大
会
あ
る
実
業

団
全
国
タ
イ
ト
ル
の
最
終
戦

で
、
４
人
チ
ー
ム
戦
を
行

う
。予

選
は
４
人
×
３
ゲ
ー
ム

を
３
回
戦
行
い
、
合
計
ス
コ

ア
の
上
位
12
チ
ー
ム
が
決
勝

戦
に
進
出
。
決
勝
戦
は
予
選

団
選
手
権
初
制
覇
か
ら
２
カ
月

で
、
早
く
も
２
つ
目
の
タ
イ
ト

ル
獲
得
と
な
っ
た
。

ー
ク
し
た
上
２
連
勝
。
さ
ら
に

リ
ー
ド
を
広
げ
て
逃
げ
切
っ

た
。
昨
年
11
月
の
全
日
本
実
業

し
、
折
り
返
し
の
６
ゲ
ー
ム
時

点
で
は
１
３
３
４
ま
で
ス
コ
ア

を
伸
ば
し
た
。

し
か
し
オ
リ
ロ
ー
も
、
ロ
ー

ゲ
ー
ム
を
１
９
２
に
抑
え
た

上
、
２
５
０
台
を
２
ゲ
ー
ム
と

好
調
で
、
タ
イ
ト
ー
を
逆
転
し

て
後
半
戦
に
入
っ
た
。

他
チ
ー
ム
と
の
対
戦
が
続
く

な
か
で
も
オ
リ
ロ
ー
は
タ
イ
ト

ー
と
の
差
を
少
し
ず
つ
広
げ
て

い
き
、
11
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
時

点
で
オ
リ
ロ
ー
は
１
７
１
ピ
ン

の
リ
ー
ド
を
作
っ
た
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
で
再
戦

と
な
っ
た
オ
リ
ロ
ー
と
タ
イ
ト

ー
だ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
抜
群

の
安
定
感
を
見
せ
て
き
た
オ
リ

ロ
ー
は
２
０
２
・
２
０
５
を
マ

役
所
（
東
京
・
大
田
区
）
の
２

３
６
６
が
ト
ッ
プ
と
苦
戦
模

様
。
２
回
戦
・
３
回
戦
も
全
体

に
ス
コ
ア
は
伸
び
ず
、
決
勝
戦

の
対
戦
カ
ー
ド
を
決
め
る
た
め

の
順
位
は
、
１
位
タ
イ
ト
ー
、

２
位
オ
リ
ロ
ー
と
Ａ
組
の
チ
ー

ム
が
上
位
に
並
ぶ
か
た
ち
と
な

っ
た
。

決
勝
戦
は
ベ
ー
カ
ー
方
式
の

総
当
た
り
戦
。
予
選
の
ス
コ
ア

を
持
ち
込
ま
な
い
た
め
、
全
チ

ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
仕
切

り
直
し
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も

タ
イ
ト
ー
は
実
力
を
発
揮
。
１

ゲ
ー
ム
目
、
オ
リ
ロ
ー
と
の
直

接
対
決
に
２
３
０
で
勝
利
し

た
。
５
ゲ
ー
ム
目
に
も
２
５
６

の
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
マ
ー
ク

予
選
は
２
組
に
分
か
れ
て
展

開
さ
れ
た
。
Ａ
組
で
は
タ
イ
ト

ー
（
宮
城
・
仙
台
市
）
が
１
回

戦
か
ら
全
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ス
ス
コ

ア
の
好
投
で
２
５
１
８
。
オ
リ

ロ
ー
（
埼
玉
・
比
企
郡
）
は
45

ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け
た
。
タ

イ
ト
ー
は
２
回
戦
も
２
５
９
１

と
好
調
。
オ
リ
ロ
ー
と
の
差
を

１
７
４
ピ
ン
ま
で
広
げ
た
。
３

回
戦
で
は
２
３
４
４
に
留
ま
っ

た
タ
イ
ト
ー
に
オ
リ
ロ
ー
が
２

４
８
７
で
詰
め
寄
っ
た
が
、
31

ピ
ン
差
で
タ
イ
ト
ー
が
組
内
首

位
を
守
っ
た
。

Ｂ
組
で
は
１
回
戦
、
大
田
区

埼玉･比企郡

第３位の世田谷区役所（東京・世田谷区）準優勝のタイトー（宮城・仙台市）

第６位のホンダ埼玉（埼玉・狭山市）第５位の神奈川県実業団OBクラブA(神奈川･川崎市)第４位の東京都実業団OBクラブ(東京･立川市)


ベ
ー
カ
ー
方
式
チ
ー
ム
Ｈ
Ｇ
の
オ
リ
ロ

ー


レ
ギ
ュ
ラ
ー
方
式
チ
ー
ム
Ｈ
Ｇ
、

チ
ー
ム
Ｈ
Ｓ
の
タ
イ
ト
ー

個人ＨＧの髙橋諒
（日本製鉄／千葉
・君津市）

個人ＨＳの根本遥
（タイトー／宮城
・仙台市）

第39回全日本実業団都市対抗選手権大会が１月28日

㈮から30日㈰にかけて、神奈川・川崎グランドボウル

（公競№114‐023）で開催された。

オリロー（埼玉・比企郡）が、11月の全日本実業団

選手権に続いてタイトルを獲得。実業団界の勢力図を

塗り替える快進撃で2021シーズンの有終を飾った。

（3） ２０２２年３月１０日 （第三種郵便物認可） 第５９７号
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

０
と
し
た
淀
川
に
も
58
ピ
ン
の

差
を
つ
け
て
決
勝
を
迎
え
る
こ

と
に
３
位
に
後
退
し
73
ピ
ン

差
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
山
中
だ

っ
た
が
、
最
後
の
２
ゲ
ー
ム
は

２
５
２
・
２
１
４
と
追
い
上
げ

た
。
し
か
し
梅
田
も
６
２
２
に

ま
と
め
て
逃
げ
切
り
優
勝
。
過

去
大
会
で
は
50
歳
代
で
準
優
勝

が
最
高
だ
っ
た
梅
田
が
、
60
歳

代
で
つ
い
に
頂
点
を
極
め
た
。

60
歳
代
の
部

地
元
三
重
の
梅
田
久
徳
と
柳

川
穂
波
が
１
回
戦
の
１
・
２
位

を
独
占
し
た
。
２
回
戦
で
は
連

覇
を
狙
う
山
中
徹
治(

東
京)

が

７
５
０
を
た
た
き
出
し
て
、
梅

田
の
１
ピ
ン
上
に
。
淀
川
清
登

(

愛
知)

も
７
ピ
ン
差
の
３
位
に

つ
け
た
。
す
る
と
梅
田
は
３
回

戦
で
７
３
１
を
マ
ー
ク
。
６
８

を
奪
っ
た
。
し
か
し
竹
内
も
２

４
６
と
巻
き
返
し
て
再
び
首
位

に
。
５
位
通
過
の
澤
田
英
子

（
三
重
）
も
２
８
３
の
ビ
ッ
グ

ゲ
ー
ム
で
急
浮
上
と
さ
ら
に
混

戦
で
迎
え
た
最
終
ゲ
ー
ム
。
１

９
９
に
ま
と
め
た
播
本
が
失
速

し
た
竹
内
を
か
わ
し
て
優
勝
を

決
め
た
。
こ
の
大
接
戦
に
よ
っ

て
、
上
位
４
名
が
一
挙
に
大
会

記
録
超
え
と
な
っ
た
。

戦
で
は
、
竹
内
隆
司
（
兵
庫
）

が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
含
む
６
９

３
と
打
ち
上
げ
て
逆
転
。
そ
れ

を
播
本
が
19
ピ
ン
差
、
松
井
が

36
ピ
ン
差
で
追
う
接
戦
模
様
と

な
っ
た
。

上
位
３
名
は
６
０
０
台
に
載

せ
れ
ば
大
会
記
録
（
２
６
３

４
）
に
届
く
状
況
。
周
囲
の
期

待
も
高
ま
っ
た
決
勝
で
、
ま
ず

は
播
本
が
２
２
７
と
し
ト
ッ
プ

70
歳
以
上
の
部

松
井
正
信
（
大
阪
）
が
２
６

８
の
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
で
１

回
戦
ト
ッ
プ
。
シ
リ
ー
ズ
も
７

２
８
を
マ
ー
ク
し
た
。
37
ピ
ン

差
で
２
位
の
播
本
雄
輔
（
京

都
）
は
２
回
戦
で
７
２
４
と
伸

ば
し
た
が
、
松
井
も
６
９
３
で

順
位
は
動
か
ず
。
す
る
と
３
回

50
歳
代
の
部

１
回
戦
、
中
川

晶
子
（
熊
本
）
が

７
０
８
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
６
８
０
台
を
３
名
が

マ
ー
ク
し
て
２
位
集
団
を
作
り
、
以
下
も
大
接
戦

に
。
２
回
戦
で
は
そ
の
２
位
に
つ
け
て
い
た
武
田
孝

史
（
富
山
）
が
７
４
４
と
打
ち
上
げ
て
逆
転
し
、
前

回
優
勝
の
薮
下
浩
一
（
岐
阜
）
は
２
位
に
つ
け
る

も
、
88
ピ
ン
差
を
つ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
３
回
戦
で
武
田
の
ス
コ
ア
は
伸
び
ず
。
鈴

木
英
子
（
福
島
）
が
２
７
０
台
連
発
で
７
８
１
と

し
、
４
位
か
ら
の
逆
転
に
成
功
し
た
。
薮
下
は
41
ピ

ン
差
で
２
位
を
キ
ー
プ
し
、
武
田
も
さ
ら
に
19
ピ
ン

差
で
続
い
た
。

決
勝
は
大
激
戦
に
。
１
ゲ
ー
ム
目
に
武
田
が
２
５

８
を
打
ち
、
鈴
木
と
同
点
で
並
ん
だ
。
薮
下
も
12
ピ

ン
差
で
肉
薄
。
す
る
と
鈴
木
が
２
ゲ
ー
ム
目
２
４

７
、
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
も
２
３
１
と
突
き
放
し
た
。
鈴

木
は
30
歳
代
の
部
を
制
し
た
第
18
回
大
会
以
来
、
19

年
ぶ
り
の
頂
点
に
立
っ
た
。

40
歳
代
の
部

１
回
戦
で
島
本

昭
宏
（
滋
賀
）
が

７
４
４
、
平
川
佳
恵
（
埼
玉
）
が
７
３
８
と
好
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
７
０
９
で
３
位
に
つ
け
た
細
井
祐

也
（
神
奈
川
）
は
２
回
戦
で
も
７
５
７
と
打
ち
上
げ

て
ト
ッ
プ
を
奪
っ
た
。

３
回
戦
、
３
位
で
折
り
返
し
た
鈴
木
恒
有
（
北
海

道
）
が
７
２
８
と
し
、
予
選
１
位
通
過
を
決
め
た
。

細
井
は
１
ピ
ン
差
で
２
位
、
島
本
は
さ
ら
に
３
ピ
ン

差
で
３
位
と
、
横
一
線
で
決
勝
戦
に
突
入
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
同
部
門
優
勝
を
狙
う
島
本
だ
っ
た

が
、
１
ゲ
ー
ム
目
で
つ
ま
ず
き
後
れ
を
と
っ
て
し
ま

っ
た
。
鈴
木
は
２
３
７
・
２
３
５
と
順
調
に
ス
コ
ア

を
伸
ば
し
、
細
井
も
２
２
２
・
２
４
５
と
喰
ら
い
つ

く
。
勝
負
の
最
終
ゲ
ー
ム
は
、
細
井
が
２
３
４
に
対

し
鈴
木
は
２
０
５
。
逆
転
で
細
井
が
初
優
勝
を
つ
か

ん
だ
。30

歳
代
の
部

連
覇
が
か
か
る

鶴
見
亮
剛
（
神
奈

川
）
が
７
６
３
と
好
発
進
も
、
古
市
達
也
（
三
重
）

が
７
３
８
、
堤
祐
樹
（
大
阪
）
は
７
２
６
と
実
力
伯

仲
。
鶴
見
は
２
回
戦
も
６
６
１
に
ま
と
め
て
１
４
０

０
台
に
乗
せ
、
古
市
は
43
ピ
ン
差
で
続
い
た
。

３
回
戦
も
鶴
見
は
６
６
３
と
安
定
感
を
見
せ
る

が
、
７
３
６
を
マ
ー
ク
し
た
松
永
歳
広
（
北
海
道
）

に
13
ピ
ン
差
ま
で
迫
ら
れ
、
歴
代
優
勝
の
一
人
・
山

下
知
且
（
長
崎
）
も
さ
ら
に
19
ピ
ン
差
に
。
優
勝
の

行
方
は
決
勝
次
第
と
な
っ
た
。

鶴
見
は
１
ゲ
ー
ム
目
２
２
５
。
山
下
が
２
４
５
と

し
12
ピ
ン
差
ま
で
迫
っ
て
き
た
。
松
永
は
１
８
０
で

５
マ
ー
ク
差
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
直
後
に
２

５
８
で
リ
カ
バ
リ
ー
し
た
。
鶴
見
と
25
ピ
ン
差
ま
で

持
ち
直
し
た
松
永
は
、
最
終
ゲ
ー
ム
で
会
心
の
２
６

２
。
２
１
２
に
留
ま
っ
た
鶴
見
を
抜
き
去
っ
て
初
優

勝
を
決
め
た
。

ＪＢＣ会長杯 第37回全日本年齢別選手権大会

ＪＢＣ会長杯第37回全日本年齢別選手権大会が２月11日

（金・祝）から13日㈰にかけて、三重・津グランドボウル

（公競№123‐048）で開催された。

70歳代の部は大会新記録が４名の激戦を経て、播本雄輔

（京都）が優勝。第23回大会・60歳代の部との２冠獲得と

なった。50歳代の部では鈴木英子（福島）が、第18回大会

・30歳代の部以来の優勝を果たした。

石田万音（兵庫・19歳以下）、谷原美来（三重・20歳

代）、松永歳広（北海道・30歳代）、細井祐也（神奈川・

40歳代）、梅田久徳（三重・60歳代）

は、いずれも大会初制覇を遂げた。

閉会式で挨拶する
北川薫協会会長

50
歳
代
の
部
・
第
６
位
の
佐
山
天
亮
（
三
重)

40
歳
代
の
部
・
第
６
位
の
犬
飼
健
志
（
愛
知)
30
歳
代
の
部
・
第
６
位
の
西
嶋
幸
斗
（
石
川)

50
歳
代
の
部
・
第
５
位
の
中
川
晶
子
（
熊
本)

40
歳
代
の
部
・
第
５
位
の
井
戸
寛
（
広
島)

30
歳
代
の
部
・
第
５
位
の
古
市
達
也
（
三
重)

50
歳
代
の
部
・
第
４
位
の
吉
田
豊
（
愛
知)

40
歳
代
の
部
・
第
４
位
の
中
川
貴
史
（
熊
本)

30
歳
代
の
部
・
第
４
位
の
山
下
知
且
（
長
崎)

50
歳
代
の
部
・
第
３
位
の
薮
下
浩
一
（
岐
阜)

40
歳
代
の
部
・
第
３
位
の
井
岡
聖
一
（
三
重)

30
歳
代
の
部
・
第
３
位
の
飯
野
恭
平
（
岡
山)

50
歳
代
の
部
・
準
優
勝
の
武
田
孝
史
（
富
山)

40
歳
代
の
部
・
準
優
勝
の
鈴
木
恒
有
（
北
海
道)

30
歳
代
の
部
・
準
優
勝
の
鶴
見
亮
剛
（
神
奈
川)

70
歳
以
上
の
部
・
準
優
勝
の
竹
内
隆
司
（
兵
庫)

70
歳
以
上
の
部
・
第
３
位
の
澤
田
英
子
（
三
重)

70
歳
以
上
の
部
・
第
４
位
の
松
井
正
信
（
大
阪)

70
歳
以
上
の
部
・
第
５
位
の
マ
ド
レ
秀
弘
（
京
都)

70
歳
以
上
の
部
・
第
６
位
の
宮
戸
康
次
（
神
奈
川)

60
歳
代
の
部
・
準
優
勝
の
山
中
徹
治
（
東
京)

60
歳
代
の
部
・
第
３
位
の
淀
川
清
登
（
愛
知)

60
歳
代
の
部
・
第
４
位
の
松
原
聡
（
東
京)

60
歳
代
の
部
・
第
５
位
の
村
上
悦
男
（
神
奈
川)

60
歳
代
の
部
・
第
６
位
の
市
川
正
明
（
京
都)

号、竹内隆司選手（兵庫）が大会第38号

となるパーフェクトゲームを達成。それ

ぞれ協会主催大会第508・509号パーフェ

クトゲームとして認定された。

内藤選手、竹内選手には、会場の津グ

ランドボウルより記念品が贈呈された。

内藤と竹内が達成
第37回全日本年齢別選手権大会におい

て、内藤慎之介選手（京都）が大会第37

19
歳
以
下
の
部
・
清
水
裕
太
（
群
馬)

20
歳
代
の
部
・
内
藤
慎
之
介
（
京
都)

30
歳
代
の
部
・
松
永
歳
広
（
北
海
道)

40
歳
代
の
部
・
沼
崎
則
之
（
栃
木)

50
歳
代
の
部
・
道
下
和
明
（
広
島)

60
歳
代
の
部
・
佐
藤
正
典
（
京
都)

70
歳
以
上
の
部
・
竹
内
隆
司
（
兵
庫)

各
世
代
Ｈ
Ｇ

各
世
代
Ｈ
Ｇ

各世代の優勝者。左から19歳以下の部・石田万音、20歳代の部・谷原美来、30歳代の部・松永歳広、40歳代の部・細井祐也、
50歳代の部・鈴木英子、60歳代の部・梅田久徳、70歳以上の部・播本雄輔

第５９７号第５９７号 （4）（5） ２０２２年３月１０日２０２２年３月１０日 （第三種郵便物認可）（第三種郵便物認可）



20s

under19

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

勝
に
駒
を
進
め
た
。
畑
も
７
３
０
と

好
調
で
37
ピ
ン
差
の
２
位
。
３
位
に

は
７
６
１
と
打
ち
上
げ
た
内
藤
広
人

（
静
岡
）
が
入
っ
た
。

石
田
は
決
勝
１
ゲ
ー
ム
目
の
２
５

２
で
一
気
に
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
し

か
し
２
ゲ
ー
ム
目
は
内
藤
が
２
４
６

と
し
、
29
ピ
ン
差
ま
で
詰
め
て
き

た
。
内
藤
は
最
終
ゲ
ー
ム
も
２
５
８

と
攻
め
た
が
、
石
田
も
２
５
１
で
譲

ら
ず
初
優
勝
を
決
め
た
。

イ
ク
。
地
元
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

19
歳
以
下
の
部

畑
秀
明
（
神
奈
川
）
の
７
８
５
を

筆
頭
に
、
石
田
万
音
（
兵
庫
）
が
７

７
０
、
林
育
美
（
愛
知
）
が
７
６
０

と
、
１
回
戦
か
ら
ア
ベ
レ
ー
ジ
２
５

０
超
の
ト
ッ
プ
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
石
田
は
２
回
戦
で
６
８
５
と

し
畑
を
15
ピ
ン
上
回
り
、
３
回
戦
で

も
７
５
２
と
打
ち
上
げ
て
１
位
で
決

た
伊
勢
川
と
の
差
を
11
ピ
ン
ま
で
縮

め
て
見
せ
た
。
谷
原
は
３
回
戦
も
７

４
６
と
勢
い
止
ま
ら
ず
、
つ
い
に
首

位
に
立
っ
た
。
２
位
に
は
泉
宗
心
音

（
愛
媛
）
が
浮
上
し
た
が
、
す
で
に

１
２
７
ピ
ン
の
差
が
つ
い
て
い
た
。

決
勝
戦
で
は
伊
勢
川
が
７
４
４
を

打
ち
、
９
位
通
過
の
入
江
菜
々
美

（
三
重
）
は
７
７
１
と
ビ
ッ
グ
ス
コ

ア
が
続
出
し
た
が
、
谷
原
も
７
１
７

と
最
後
ま
で
危
な
げ
な
い
ス
コ
ア
メ

20
歳
代
の
部

19
歳
以
下
の
部
で
２
連
覇
の
実
績

を
持
つ
伊
勢
川
華
愛
（
和
歌
山
）

は
、
２
７
９
・
３
０
１
（
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
込
み
）
と
ス
ト
ラ
イ
ク
ラ

ッ
シ
ュ
で
１
回
戦
８
２
３
。
２
位
の

谷
原
美
来
（
三
重
）
は
７
５
４
と
し

な
が
ら
も
、
い
き
な
り
69
ピ
ン
差
を

つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
２
回
戦
で
も

７
４
２
を
マ
ー
ク
し
、
６
８
４
と
し

個
人
戦
な
が
ら
連
覇
や
返
り
咲

き
、
複
数
部
門
で
の
優
勝
な
ど
の

事
例
が
多
く
、
参
加
数
の
上
で
も

選
手
か
ら
の
人
気
が
高
い
大
会

で
、
今
大
会
で
は
播
本
雄
輔
（
70

歳
以
上
）
、

鈴

木

英

子

（
50
歳
代
）

の
２
名
が
別
部
門
と
の
２
冠
を
達

成
。
今
大
会
の
入
賞
者
（
６
位
以

上
）
に
は
こ
の
２
名
も
含
め
、
12

名
の
歴
代
優
勝
者
が
名
を
連
ね

た
。

同
世
代
間
の
ト
ッ
プ
を
争
う
全

日
本
年
齢
別
選
手
権
大
会
。
10
歳

ご
と
７
つ
の
部
門
を
設
定
し
、
男

女
混
合
の
個
人
戦
を
行
う
。

予
選
９
ゲ
ー
ム
、
決
勝
３
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ

ル
ス
コ
ア
で

順
位
を
決
定

す
る
。
女
子
に
は
１
ゲ
ー
ム
15
ピ

ン
、
70
歳
以
上
の
部
で
は
75
歳
超

の
選
手
に
５
歳
ご
と
に
＋
５
ピ
ン

の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
加
算
さ

れ
る
。

19歳以下の部・準優勝の
内藤広人（静岡)

19歳以下の部・第３位の
畑秀明（神奈川)

19歳以下の部・第５位の
近藤菜帆（愛知)

19歳以下の部・第４位の
石本恵梨奈（大阪)

19歳以下の部・第６位の
近藤眞桜（群馬)

20歳代の部・第４位の
内藤慎之介（京都)

20歳代の部・第３位の
入江菜々美（三重)

20歳代の部・準優勝の
伊勢川華愛（和歌山)

20歳代の部・第６位の
髙木裕太（三重)

20歳代の部・第５位の
川口茉紀（和歌山)

ＪＢＣ会長杯 第37回全日本年齢別ボウリング選手権大会成績表
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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

半
と
も
に
６
０
０
台
と
ス
コ
ア
を

伸
ば
し
き
れ
ず
、
決
勝
を
前
に
し

て
両
者
の
差
は
82
ピ
ン
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
決
勝
、
泉
宗
は
２
ゲ
ー

ム
目
の
２
３
８
で
さ
ら
に
リ
ー
ド

を
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ

れ
が
決
め
手
と
な
っ
て
逃
げ
き

り
、
大
学
生
活
の
有
終
を
飾
る
初

優
勝
を
遂
げ
た
。

が
浮
上
し
た
。

３
回
戦
で
は
戸
塚
眞
由
（
同
志

社
大
学
）
が
６
９
０
で
首
位
を
奪

っ
た
。
28
ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け

た
泉
宗
心
音
（
聖
カ
タ
リ
ナ
大

学
）
は
、
４
回
戦
で
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
を
決
め
て
７
４
０
と
し
、
１
位

通
過
を
決
め
た
。
こ
こ
ま
で
は
回

を
追
う
ご
と
に
シ
リ
ー
ズ
ス
コ
ア

が
上
が
り
、
毎
回
首
位
交
代
が
起

き
て
き
た
。

泉
宗
は
２
位

の
伊
勢
川
に
85

ピ
ン
差
を
つ
け

て
の
準
決
勝
で

前
半
６
３
１
、

後
半
５
６
９
を

マ
ー
ク
し
た
。

伊
勢
川
は
前
後

女
子
の
部

女
子
の
部

す
る
と
決
勝
戦
、
逆
転
を
あ
き

ら
め
な
い
山
本
は
２
７
８
・
２
４

８
と
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
連
発
し
て

き
た
。
斎
藤
は
２
１
３
・
２
０
２

に
と
ど
ま
り
、
２
人
の
差
は
わ
ず

か
31
ピ
ン
に
。
運
命
の
ラ
ス
ト
ゲ

ー
ム
は
、
斎
藤
が
２
１
４
、
山
本

は
２
１
７
で
逆
転
に
は
至
ら
ず
。

斎
藤
が
１
年
目
で
の
大
会
制
覇
を

果
た
し
た
。女

子
の
部

１
回
戦
は
髙
橋
咲
紀
（
青
森
中

央
学
院
大
学
）
が
６
３
９
で
首
位

発
進
し
た
。
５
マ
ー
ク
差
で
４
位

に
つ
け
た
立
花
沙
貴
（
京
都
産
業

大
学
）
は
２
回
戦
で
６
５
９
と
し

逆
転
。
２
位
に
も
６
５
８
を
打
っ

た
伊
勢
川
華
愛
（
和
歌
山
大
学
）

７
ま
で
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
の
Ａ
組

は
、
３
回
戦
終
了
時
点
で
ト
ッ
プ

を
維
持
し
た
西
島
本
を
、
山
本
青

空
（
千
葉
商
科
大
学
）
が
４
回
戦

７
７
０
の
ビ
ッ
グ
シ
リ
ー
ズ
で
逆

転
し
た
。
全
体
で
は
斎
藤
が
１
位

通
過
し
、
２
位
に
浮
上
し
た
山
本

は
１
０
１
ピ
ン
差
で
追
う
か
た
ち

と
な
っ
た
。

準
決
勝
前
半
も
斎
藤
は
６
５
３

と
堅
調
。
山
本
は
６
１
９
で
差
を

広
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
後
半
の
ス

タ
ー
ト
で
斎
藤
は
初
め
て
１
９
０

を
割
り
込
む
ロ
ー
ス
コ
ア
を
出
し

て
し
ま
う
が
、
直
後
の
ゲ
ー
ム
で

２
９
９
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
６
９

４
と
し
、
リ
ー
ド
を
１
４
２
ピ
ン

ま
で
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

男
子
の
部

男
子
の
部

男
子
の
部

予
選
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
競
技
。
１
・
２
回
戦
を
終
え

た
時
点
で
、
全
体
ト
ッ
プ
は
６
８

６
・
７
０
４
と
好
シ
リ
ー
ズ
を
連

発
し
た
西
島
本
有
生
（
沖
縄
国
際

大
学
）
の
１
３
９
０
。
斎
藤
翔

（
同
志
社
大
学
）
も
６
８
０
台
を

２
回
続
け
て
18
ピ
ン
差
で
２
位
に

つ
け
た
。

３
・
４
回
戦
は
Ｂ
組
が
先
に
プ

レ
ー
し
た
。
斎
藤
が
３
回
戦
に
２

４
０
台
×
３
ゲ
ー
ム
で
７
２
９
と

し
た
。
同
時
に
７
４
７
を
マ
ー
ク

し
た
井
上
龍
太
朗
（
日
本
体
育
大

学)

に
も
83
ピ
ン
差
を
つ
け
る
と


４
回
戦
で
は
７
４
８
と
さ
ら
に
打

ち
上
げ
て
、
12
ゲ
ー
ム
で
２
８
４

・
女
子
12
名
が
決
勝
（
３

ゲ
ー
ム
）
に
進
み
、
21
ゲ

ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア
で
優

勝
を
争
う
。

今
大
会
で

は
３
名
が
パ

ー
フ
ェ
ク
ト

ゲ
ー
ム
を
記
録
。
そ
の
う

ち
井
上
龍
太
朗
選
手
は
２

大
会
連
続
で
、
泉
宗
心
音

選
手
は
女
子
で
は
４
例
目

の
達
成
と
な
っ
た
。

全
日
本
大
学
個
人
選
手

権
大
会
は
全
日
本
学
生
連

合
お
よ
び
都
道
府
県
連
盟

に
所
属
す
る
選
手
に
よ

る
、
大
学
生

日
本
一
を
決

め
る
大
会
。

予
選
は
３
ゲ
ー
ム
×
４
回

戦
を
行
い
、
男
子
36
名
・

女
子
18
名
が
通
過
す
る
。

準
決
勝
（
３
ゲ
ー
ム
×
２

回
戦
）
の
上
位
男
子
24
名

公
認
第
５
１
０
～
５
１
２
号

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
と
し

て
認
定
さ
れ
た
。

３
名
が
達
成

第
53
回
全
日
本
大
学
個
人

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
３

名
の
選
手
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ゲ
ー
ム
を
達
成
し
た
。

〇
大
会
第
36
号

野
田
廉
斗
選
手

（
愛
知
淑
徳
大
学
）

〇
大
会
第
37
号

井
上
龍
太
朗
選
手

（
日
本
体
育
大
学
）

〇
大
会
第
38
号

泉
宗
心
音
選
手

（
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
）

そ
れ
ぞ
れ
協
会
主
催
大
会

第53回全日本大学個人ボウリング選手権大会成績表

準優勝の山本青空
（千葉商科大学)

第３位の古畑和輝
（東京経済大学)

第４位の深山碧巴
（早稲田大学)

第５位の佐藤雄偉
（東京電機大学)

第６位の東海純
（千葉商科大学)

準優勝の伊勢川華愛
（和歌山大学）

第３位の髙橋咲紀
（青森中央学院大学)

第６位の戸塚眞由
（同志社大学)

第５位の山田悠畝奈
（名古屋学芸大学)

第４位の立花沙貴
（京都産業大学)

女子ＨＧ・ＨＳの
泉宗心音

男子ＨＧの野田廉斗
（左）、井上龍太朗

男子ＨＳの
山本青空

ハイゲーム＆ハイシリーズ

第
53
回
全
日
本
大
学
個
人
選
手
権
大
会
が
２

月
16
日
㈬
か
ら
18
日
㈮
に
か
け
て
、
埼
玉
・
新

狭
山
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
１
１
‐
０

３
０
）
で
開
催
さ
れ
た
。
男
子
は
決
勝
戦
で
の

攻
防
を
経
て
、
ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー
の
斎
藤
翔

（
同
志
社
大
学
）
が
優
勝
。
女
子
は
こ
れ
ま
で

準
優
勝
と
３
位
を
経
験
し
て
い
る
泉
宗
心
音

（
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
）
が
大
差
で
制
し
、
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
。

開会式で訓示を述べる
全日本学生連合堤哲彦
委員長
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